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こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを

成功させよう！

▲研究者の指導のもと、がん細胞を観察 ▲ぜひご利用ください。

▲床面が貼りかえられた研修室

▲畳が新しくなった和室
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▲がんについて学んだことを発表

江戸時代に物資の輸送路として開削された小名木川は、江戸の大動脈とし
てだけでなく、近代産業の発展にも大きく貢献しました。今回はその小名木
川周辺のうち、猿江・大島地域に焦点をあて、運河とともに発展してきた歴
史を文化観光ガイドがご案内します。
江戸から東京へ、時代とともに流れ続けた運河に思いをはせる、江東区な
らではのまち歩きツアーにぜひご参加ください。
▢時 10／1(水)〜4(土)①10：00②13：
00(ともに約2時間半の行程)※少雨
決行▢集 出発時間の10分前までに東
京メトロ半蔵門線・都営新宿線住吉
駅A4出口付近(地下)
▢人 各回20人(申込順、小学生以下
保護者同伴)▢費 大人500円(小学生
以下無料)※当日スタッフに支払い
▢申 9／16(火)9：00から電話で江東
区文化観光ガイド事務局(江東区観
光協会内)☎6458-7410 ▲小名木川

区役所での手続き方法、各種施設案内等の情報をまとめた冊子｢江東く
らしガイド2015｣の発行を27年2月に予定しています。サンケイリビング新
聞社との協働で発行し、有料広告と区民サポーターを募集します。
有料広告募集 ［冊子規格］A4判、約180ページ［発行部数］85,000部［配布方
法］区役所および各出張所で転入者・希望者に配布。掲載に関する条件等、詳
細はお問い合わせください▢問 サンケイリビング新聞社東京本部☎5216-9155
区民サポーター募集 区民の声を生かした誌面にするため区民サポー
ターを募集します▢人 区内在住で、10／7(火)10：00からサンケイリビング

新聞社(千代田区紀尾井町3-23)で開催する座談会に参加でき、誌面に本名
・顔写真を掲載できる方20人程度(選考)［謝礼］座談会1回につき2,000円。
交通費は実費支給。その他謝礼あり▢内 掲載内容(行政情報・街ガイド等)
へのご意見、情報をいただくほか、取材への同行あり▢締 9／26(金)※結果
は9／30(火)までに電話連絡▢申 はがきに①住所②氏名③年齢④応募理由を
記入し、〒102-8515千代田区紀尾井町3-23サンケイリビング新聞社東京本
部｢江東区民サポーター｣係へ☎5216-9171※ホームページからも申し込み
できます▢HP http://r.living.jp/mrs/2014koto

江東区芸術提携団体、東京シティ・フ
ィルハーモニック管弦楽団演奏会のリハ
ーサルを公開します。
今回はカナダ出身で、ニューヨーク・
メトロポリタン歌劇場で活躍し、日本で
は小澤征爾のもとで指揮を学んだ経験を
もつデリック・イノウエ指揮の演奏会の
直前リハーサルです。クラシックの名曲
が作られていく過程を、どうぞお楽しみ
ください。
▢時 10／15(水)11：00〜12：00※リハーサ
ルの進行状況により、開始時間が若干変
わる場合があります。
▢場 ティアラこうとう大ホール(住吉2-
28-36)▢人 区内在住・在勤・在学で6歳以
上の方400人(申込順)▢費 無料
▢申 9／16(火)から電話でティアラこうと
う☎5624-3333
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